
て
い
き
た
い
で
す
。

岩
代
地
域
で
も
少
子
高
齢
化
と
人
口

減
少
が
加
速
し
て
い
る
現
在
、
地
域
に

お
け
る
支
え
合
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
の
重
要
性
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
と
い
う
組

織
が
あ
る
の
で
、
今
後
は
会
員
の
皆
さ

ん
が
楽
し
ん
で
参
加
で
き
る
活
動
を
企

画
し
て
い
き
た
い
で
す
。
女
性
同
士
の

交
流
を
通
し
て
、
岩
代
を
よ
り
元
気
に

し
て
い
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

最
後
に
、
令
和
六
年
四
月
か
ら
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
員
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

各
自
治
会
か
ら
一
名
推
薦
い
た
だ
く
際

に
、
年
齢
や
体
調
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
事

情
を
よ

く
確
認

し
推
薦

い
た
だ

き
ま
す

よ
う
お

願
い
い

た
し
ま

す
。

Ｑ

課
題
や
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て

い
ざ
活
動
を
始
め
て
み
る
と
、
法
被

（
は
っ
ぴ
）
等
の
貸
与
品
の
引
継
ぎ
が

さ
れ
ず
い
つ
か
ら
無
い
の
か
わ
か
ら
な

い
状
況
や
「
防
火
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
見

え
な
い
」
「
何
も
す
る
こ
と
は
な
い
の

で
名
前
だ
け
の
参
加
で
よ
い
と
言
わ
れ

た
」
等
の
話

が
聞
か
れ
た

た
め
、
会
員

一
人
一
人
の

話
を
聞
く
必

要
が
あ
る
と

感
じ
、
昨
年

よ
り
各
地
区

で
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
「
高
齢

に
な
り
歩
く
の
も
不
自
由
な
の
に
何
歳

ま
で
や
れ
ば
い
い
の
か
」
と
か
「
子
育

て
が
忙
し
く
活
動
に
参
加
で
き
な
い
」

等
の
リ
ア
ル
な
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き

大
変
有
意
義
で
し
た
。
今
後
も
継
続
し
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▲岩代地区女性防火クラブ会長の三浦きぬ子さん

岩
代
地
区
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
会

長
を
務
め
る
三
浦
き
ぬ
子
さ
ん
に
、

岩
代
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
歴
史
や
活

動
内
容
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
ま
た
、
現
在
の
課
題
や
今
後
の

抱
負
な
ど
に
つ
い
て
も
思
い
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲「火の用心」ののぼり
旗を各自治会に配付

「
岩
代
地
区
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
の
存
在
を
周
知
し
、
活
動

を
広
げ
て
女
性
同
士
の
交
流

の
場
に
し
た
い
で
す
」

▲人工呼吸も習います

Ｑ

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
と
は
？

Ｑ

主
な
活
動
内
容
に
つ
い
て

総
会
や
役
員
会
な
ど
の
他
に
主
な
活

動
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
十
月
の

秋
季
検
閲
、
十
一
月
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
世
帯
防
火
診
断
、
三
月
の
普
通
救

命
講
習
会
で
す
。
ま
た
毎
年
春
と
秋
の

火
災
予
防
週
間
に
は
、
防
火
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
か
ら
も

数
名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
「
火
の
用
心
」
の
の
ぼ
り
旗

を
作
り
、
各
自
治
会
に
配
付
。
春
秋
の

全
国
火
災
予
防
週
間
に
合
わ
せ
各
自
治

会
に
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
、
防
火
意
識
の

高
揚
、
予
防
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

岩代地区女性防火クラブ

今後の活動予定

今
年
も
の
ぼ
り
旗
を
追
加
し
配
付
す
る

予
定
で
す
。

～
集
落
支
援
員
だ
よ
り

※市WEBではカラー刷「かわら版」を掲載中。⋘二本松市岩代集落支援員だより⋙と検索又は上の題字下QRコードにアクセス下さい。

◆11月 秋の全国火災予防週間に合わせ、各

自治体にのぼり旗を掲げます。

◆11月9日（木）
二本松市防火パレード
市内をパレードするとともに各地区内の幼稚園等
慰問し、紙芝居で予防啓発を行います。

◆11月12日（日）
秋の全国火災予防運動防火パレード
毎年3月と11月の火災予防週間に防火パレードが開
催され、3地区の防火クラブ員も消防車両に乗り、
予防啓発を呼びかけます。

◆11月中旬
一人暮らし高齢者等世帯防火診断
一人暮らしの高齢者等のお宅を消防署員と一緒に
訪問し、警報機の設置や暖房器具や火の元など危
険箇所がないか等診断しアドバイスします。

▲地区懇親会を開催

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
と
は
家
庭
に
お
け

る
火
災
予
防
に
関
す
る
知
識
の
習
得
、

地
域
全
体
の
防
火
意
識
の
高
揚
な
ど
を

目
的
と

し
て
活

動
し
て

い
る
組

織
で
す
。

歴
史

的
に
は
、

昭
和
三

十
七
年
四
月
、
消
防
庁
長
官
か
ら
の
通

達
を
受
け
、
女
性
の
社
会
参
加
の
一
環

と
し
て
、
前
身
と
な
る
「
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
」
が
全
国
で
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

岩
代
地
域
で
は
、
各
自
治
会
か
ら
一

人
推
薦
い
た
だ
き
防
火
ク
ラ
ブ
員
と
し

て
配
置
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

▲防火パレードの出陣式は岩代支所で行われます



岩
代
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ

※地域の話題がありましたら、岩代地域集落支援員 電話６５－２７７７までご連絡ください。

両
属
の
将

石
川
弾
正
の
生
涯
⑦

い
し
か
わ
だ
ん
じ
ょ
う
け
ん
し
ょ
う
か
い
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石
川
弾
正
顕
彰
会
事
務
局
長

日
下
部

善
己

七

弾
正
と
政
宗

天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
十
月
九

日
、
戦
国
期
の
勇
将
三
春
城
主
田
村
清

顕
が
死
去
し
た
。
こ
こ
か
ら
石
川
弾
正

光
昌
と
塩
松
の
歴
史
が
大
き
く
変
化
す

る
。
そ
れ
は
塩
松
に
お
け
る
弾
正
の
動

静
が
、
伊
達
氏
の
重
要
な
観
察
対
象
に

な
っ
て
い
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

天
正
十
五
年
六
月
、
極
秘
情
報
が
宮

森
城
白
石
宗
実
か
ら
政
宗
に
届
い
た
。

①
清
顕
亡
き
後
の
田
村
家
中
が
分
裂

（
相
馬
派
と
伊
達
派
）
し
て
い
る
こ
と
、

②
「
イ
」
（
石
川
弾
正
）
が
相
馬
に

内
通
し
て
い
る
と
の
噂
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
人
質
を
と
る
べ
き
か
否
か
、
を
問

う
も
の
で
あ
る
。

天
正
十
六
年
正
月
十
六
日
、
弾
正
は

米
沢
に
参
上
し
た
。
正
式
に
政
宗
の
家

臣
と
な
り
鷹
の
足
緒
（
足
尾
）
下
賜
さ

れ
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
後
、
元
小
浜
城
主
大

内
定
綱
は
、
か
ね
て
か
ら
念
願
の
伊
達

家
へ
の
再
奉
公
を
許
さ
れ
た
。
弾
正
に

と
っ
て
こ
の
事
態
は
正
に
青
天
の
霹
靂

で
あ
り
、
承
服
で
き
か
ね
る
こ
と
で

あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

同
三
月
十
二
日
、
弾
正
、
川
俣
、
刈

松
田
等
が
伊
達
氏
に
反
旗
を
翻
す
と
の

報
告
が
あ
っ
た
が
、
政
宗
は
す
ぐ
に
は

こ
れ
を
信
用
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
同
十
六
日
に
は
一
転
し
て
、

弾
正
か
ら
人
質
を
取
る
よ
う
に
と
片
倉

小
十
郎
に
指
示
し
て
い
る
。

◆図版「戦国期の百目木城
周辺図」

岩代各地で秋祭を開催！魅力あるシーンを紹介します

去
る
十
月
七
日
・
八
日
、

小
浜
、
百
目
木
、
茂
原
、
田

沢
の
各
地
区
で
秋
の
例
大
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
昔
な
が
ら
の
祭
が
あ
る
か

ら
固
い
絆
が
生
ま
れ
、
地
元

愛
が
育
ま
れ
る
」
。
そ
ん
な

印
象
を
受
け
た
熱
気
溢
れ
る

二
日
間
。

ほ
ん
の
一

部
で
す
が
、

印
象
に
残

る
シ
ー
ン

を
紹
介
し

ま
す
。

田沢・三匹獅子百目木・御神輿＆太鼓台

小浜・紋付祭

茂原・三匹獅子

百目木八幡神社の例大祭。8日
の午後は、御神輿と太鼓台引
き回し、夜は抽選会や花火大
会が行われました。

↑四町の山車が交差点で出会います。

↑山頂では12種類
の三匹獅子舞を２回
奉納。時折の小雨に
も負けないパワフル
な舞姿でした。

茂原の秋祭でも神様を日山
に送り届け、豊作の感謝と
ともに三匹獅子舞を奉納し
ました。

200年の伝統を誇る紋付祭。本祭に行わ
れる「御神輿渡御（おみこしとぎょ）」
では太鼓や笛のお囃子が響く中、紋付羽
織袴姿の氏子が町内を練り歩きます。

田沢の秋祭の初日は、日
山神社へ三匹獅子舞の奉
納に始まります。御神体
や太鼓を担いで約1時間
ほどかけて登りました。

→名目津温泉
で三匹獅子舞を
披露。入浴客も
足を止めて見物
していました。

←名目津温泉で
は、田沢三匹獅
子との合同門打
ちで商売繁盛を
祈願しました。

↑山頂にある茂
原・田沢・葛尾の
三社では、お互い
に挨拶の舞を奉納
していました。

↑紋付と羽織袴
姿の行列は壮麗
で絵になります。

→四町それぞれ
が御輿を前にお
祓いを受けます。

←御神輿と太鼓台の行列が、半
日がかりで全自治会を回り、祈祷
やお祓いをしました。


